

























研究動向を概観した。SocINDEX with Full Text を用いて，「child abuse and neglect」「child 
maltreatment」「social work」「decision making」のキーワ ドーで検索された 1978 ～ 2015 年ま





























































SocINDEX with Full Text を用いて，検索語













米国 40 件，英国 21 件，カナダ 16 件，オースト
ラリア 11 件，オランダ 4 件，イスラエル 3 件，
アイルランド 1 件，キプロス 1 件，スロヴェニア









支援者 5 論文，意思決定と関連がない 8 論文，巻















ス記録・事例分析）10 論文，ビネット調査 9 論文，
ミックス法（質問紙，インタビュー，エスノグラ

















































































専門職としての経験や機関間連携等（Britner & Mossler 2002）。







ビネット調査 標準以下の居住環境・DV・薬物依存の有無を考慮（Stokes & Schmidt 2011）。
量的調査 虐待状況，親の養育スキル，養育改善に向けた親の動機付け，安全アセスメント，家庭外
措置の期間，通告の有無との関連（Wells & Correia 2012）。
質的調査 家庭復帰ケ スーで，いつ子どもが家に戻れるのか，また何に基づいて戻れるのかについて，
どの部門が決定するのか，子どもや親の希望や要望を踏まえた結果にするのかが明確にさ
れておらず，意思決定プロセスの一致が見られない（Murphy & Fairtlough 2015）。












る（Fanshel, Finch & Grundy 1994）。
量的調査 死亡原因は落下，食べ物の詰まらせ，窒息，溺死，火事，車の事故等。生命の危険のあ
る深刻な身体的虐待はリスクが高い。男性による虐待の場合，死亡や深刻な障害が多い
（Freeman, Levine & Doueck 1996）。
質的調査 リスクのレベル，虐待のタイプ，養育者の態度，養育能力，過去の虐待歴，虐待の深刻度
等。リスクを高度／中度／低度，養育能力を肯定的／曖昧／否定的／強い否定，深刻度
を高度／中度／低度／証拠無と測る（Little & Rixon 1998）。
質的調査 初期アセスメントでの送致は，危害の特異性，深刻度，将来発生する危害のリスク，親の
責任能力，協働の程度等の要因で決定されている（Platt 2006）。












く，主観的な解釈に基づいて意思決定（Kang & Poertner 2006）。
質的調査 意思決定モデル，安全アセスメント，リスクアセスメントが国内の関係機関で使用されてい
る比率は 50％以下であり，信頼性や妥当性の検証は不十分（DeRoma et al. 2006）。
量的調査 リスクアセスメントの結果は個人により異なり，普及に限界。再発リスクをみると，当初
高リスクと評価したケ スーの再通告率 28％に対し，低リスクと評価したケ スーは再通告率
83％と一致しなかった結果から，確信がない状況だとリスクを高いものとして過剰評価する




日々の現場で起こる事象との間に断絶がある（Gillingham & Humphreys 2010）。
質的調査 職場でコンピューター技術を使うことで，情報の質への懸念や時間の制約が生じたり，ス
コアに応じた支援にとどまり，リスクに関連する行動の多様性や不確実性，不慮の出来事










りながら，他機関との協働，親の感情察知を行っていた（Regehr et al. 2010）。
ビネット調査 リスクレベルやサービス提供の決定では行政上の知識やエビデンスという客観的要因を用
いるが，家庭訪問やクライエントと関わる時間の決定は，クライエントとの関係構築を考慮
して主観的な要因に基づいて意思決定（Stokes & Schmidt 2012）。
質的調査 保護決定の年齢要因として，思春期の子どものニ ズーに保護システムが合致しない場合は，





















課題がある（DePanfilis & Scannapieco 1994）。
家族維持と子ども保護を同時に行うことは困難で，どちらかの選択の決定が必要（Gelles 2000）。
リスクアセスメントモデルには，実践の経験や経験上のエビデンスによるコンセンサスに基づくものと，実際に使っ
てみた結果の積み上げによるツールとして使われるものがある（Carnochan, Rizik-Baer & Austin 2013）。
システマティックな情報収集であるが，リスクアセスメントモデルは，その能力が発揮できるように研修を受けた
人材に取って代わるものではない（Doueck et al. 1993）。
チェックリストで情報収集能力が向上したとしても，理論と実践に基づく基盤がなければ，情報に意味を持たせた
決定に確信を持てず方向性を失う（Howe, Dooley & Hinings 2000）。
リスクアセスメントでは様々な要因が複雑な相互作用を起こすので，観察スキルのみならず，観察したことを理解
し業務としてなすべきシステムにつなげていく知識が必要（Akister 2011）。
リスクマネジメントの導入で防衛的な実践となっている（Lees, Meyer & Rafferty 2013）。
最近のシステムは，子どもの生活の文脈により虐待事件に焦点をあてており，日常的なネグレクトを経験している
多くの子どもたちを保護できないというネグレクト特有の意思決定の困難がある（Jones & Gupta 1998）。
家庭外分離の決定では問題が複雑なため個別のニーズへの対応が必要であり，ソーシャルワーカーはその場での状





決定アプローチ Naturalistic Decision Making approach（NDM）の意義を再認識していく必要がある。NDM は，
直観を価値があるものと位置づけ，理性と直観のバランスが実践に重要としている。支援開始レベル thresholds の











































































典』の「the level at which one starts to feel or 
react to something（何かを感じたり反応し始め
















































































































thresholds に混乱があるとの指摘（Gorin & Jobe 
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A Review of International Research on Decision Making in Cases 
of Child Abuse and Maltreatment: Suggestions to Develop the 
Quality of Social Work Practice
Noriko Ikeda
This study aims to review the international research on decision making by social workers in cases of 
child abuse and maltreatment, thereby seeking suggestions that develop the quality of social work practice. 
Using SocINDEX with Full Text, 98 studies were found from 1978 until 2015 with the keywords “child 
abuse and neglect,” “child maltreatment,” “social work” and “decision making.” Excluding research of 
clients’ own decision making and journal prefaces, 44 studies in the United States of America, the United 
Kingdom, Australia and Canada were reviewed in this study. Research findings are divided into 5 groups: 1) 
the factors affecting decision making, 2) the risk assessment factors, 3) problems on using risk assessment 
models, 4) social workers’ individuality, and 5) institutional factors and their 5 analytical frameworks. It was 
suggested that not only rational decision-making approaches are important, but also that the naturalistic 
decision-making approaches should be recognized. This resulted in the findings that 1) social workers need 
to develop their practices as professionals and select decision making models based on the issues, and 2) 
social workers need to make critically based decisions within existing support level thresholds.
Keywords: child abuse and neglect, maltreatment, decision making, risk assessment, thresholds
